


淀川水系流域委員会では、これからの河川のあり方について、一年に渡る議論を行い、そ

の結果を「中間とりまとめ」としてまとめました。この「中間とりまとめ」は、これから20

～30年における河川の整備内容を示す「河川整備計画」を策定する際の指針となるもの

ですが、みなさんとの議論の中で、内容を深め、一緒に成長させていきたいと考えています。

これからの川づくりを、計画ができあがってから意見を求めるのではなく、作成の初期の

段階からみなさんと一緒になって作り上げる、そんな新しい試みを、私たちは行おうとし

ています。

聞かせてください。みなさんの川への思いを、しっかりとした声にして！

一緒に動き出してください。琵琶湖・淀川をよりよくするパートナーとして！

これからの川づくりの主役は、みなさん一人ひとりです。

淀川水系は、世界有数の古代湖である琵琶湖を含み、極めて長い歴史を有し

ています。その水系の中で、独自の進化を遂げた固有種を含む、多様な生物の宝

庫となっています。また、古くから人間が住み、水系の恵みとその利用により、

豊かな社会、文化を築いてきました。淀川水系は、その流域に住む人々や生き物

にとって、多面的・複合的な価値を持つ、かけがえのない存在です。

しかしながら、淀川水系は現在、その様相が大きく変化し、深刻な状況にあり

ます。すなわち、水質の悪化、生物・生態環境の劣化、人と川との関わりの希薄化

などの問題が生じています。

このような河川の荒廃は、一つには川・湖の持つ多様な機能を軽視し、もっぱ

ら近代技術の利用に頼った治水対策を行ってきたこと。二つには、河川水をも

っぱら水資源として利用・開発してきたこと、さらには水質保全・生態系保全等

の環境的配慮の視点が河川管理に欠落していたことなどがもたらした結果と

いえます。

今、川で何が起こっているかご存じですか？

淀川は変革の時期を迎えています。
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